
　歯周病が進むと、ほとんどの症例で見られる垂直性
骨欠損。
　失われた骨の回復には、まずは的確な診断、そして
症例に応じてベストな処置法を選択する判断力が問わ
れます。
　本書では、初心者から歯周病専門医にまで幅広く役
立つ、垂直性骨欠損のメカニズムの解明と、歯を残す
ための対応を詳細に解説しています。
　歯周ポケットの解消と骨欠損の回復は、歯肉縁下プ
ラークの蓄積・歯肉の炎症によってもたらされる全身
への悪影響を防止することにもつながり、“超高齢社
会”を迎えた日本の歯科界において、特に重視され、
注目されているテーマでもあります。

垂直性骨欠損を詳細なエビデンスに基づいて
解説した、初めての一冊！
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C O N T E N T S

Ⅳ　垂直性骨欠損の非外科的治療―――基本編
　1　細菌に起因した垂直性骨欠損の非外科的治療
　2　咬合性外傷を伴う歯の垂直性骨欠損への非外科的治療
　3　非外科的治療後の歯周組織の再評価の適切な時期

Ⅴ　垂直性骨欠損の非外科的治療―――応用編
　1　非外科的治療における包括的歯周ポケット治療の必要性
　2　包括的歯周ポケット治療における手技の実際と使用器具
　3　Er:YAG レーザーを併用した包括的歯周ポケット治療

Ⅵ　垂直性骨欠損の外科的治療―――基本編
　1　歯周外科手術適応の判断
　2　麻酔時のポイント
　3　切開のポイント
　4　剥離のポイント
　5　搔爬のポイント
　6　縫合のポイント
　7　術後評価のタイミング

Ⅰ　垂直性骨欠損の原因
　1　歯周組織における免疫応答から骨吸収へ
　2　垂直性骨欠損とは
　3　歯周炎以外の原因で生じる骨吸収

Ⅱ　垂直性骨欠損の影響
　1　垂直性骨欠損の歯周組織への影響
　2　垂直性骨欠損の隣在歯への影響

Ⅲ　垂直性骨欠損の診断と治療法の選択
　1　垂直性骨欠損の診断
　2　垂直性骨欠損の治療法
　3　垂直性骨欠損残存の影響

Ⅶ　垂直性骨欠損の外科的治療―――応用編
　1　骨移植術
　2　EMD（エナメルマトリックスデリバティブ）の理論と実践
　3　GTR 法の理論と実践
　4　EMDと GTR 法の比較

Ⅷ　歯周病専門医のアプローチ Part❶ 低侵襲の歯周外科テクニック
　1　フラップのデザイン
　2　実際の術式について

Ⅸ　歯周病専門医のアプローチ Part❷ 歯周組織再生療法の評価
　1　骨壁による評価
　2　治療法による評価
　3　ディシジョン・ツリー

Ⅹ　歯周病専門医のアプローチ Part❸ 国内承認材料
　1　国内承認材料について
　2　国内承認されている骨移植材料の種類と特徴
　3　国内承認されているメンブレンの種類と特徴

Ⅺ　歯周病専門医のアプローチ Part❹ 国内未承認材料
　1　国内未承認薬について
　2　各未承認薬の種類とその効果


